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研究要旨 

EAS（ハイブリッド型人工内耳）は成人において有効性が確かめられているが適応を小児に拡大するために
は、小児において両側急墜型感音難聴がどのような経過を取るのかを検討する必要がある。今回、当科を受診
した小児難聴フォローアップ症例の中から両側急墜型感音難聴例を抽出し、その経過・特徴を調べた。過
去１年間にフォローアップのために当科を受診した当該症例7例について検討したところ、典型的パター
ンは、妊娠分娩時の異常や家族歴の無い男児で、3歳以降に初めて難聴を疑われ、徐々に進行するものの
1kHz以下の周波数では聴力が保たれているため日常会話は補聴器なしでも可能といったものであった。進
行性の病態であり、また補聴が有効（ないし不要）であることを勘案すると、小児においてＥＡＳが有効
な場合はかなり限られるのではないかとの印象を持った。 
 

A．研究目的 
EAS（ハイブリッド型人工内耳）は成人において

1kHz以上の周波数に高度難聴を認めるものの低音
部に残存聴力がある症例において有効性が確かめら
れているが、小児において両側急墜型感音難聴がど
のような経過を取るのかはあまり注目されていない。
EASの適応を小児に拡大するためにはこの検討が必
要であると考え当科受診例について調査を行った。 

 
B．研究方法 
過去1年間に当科を受診した小児難聴フォロー

アップ症例の中から両側急墜型感音難聴例を抽出
し、その経過・特徴を調べた。検討した項目は、
病因・家族歴・新生児スクリーニング結果・難聴
を初めて疑われた年齢・急墜型の聴力像が確定し
た年齢・急墜周波数・低音域の聴力レベル・高音
域の聴力レベル・進行の有無・補聴器使用の有無
などである。 

 
C．研究結果 
表に抽出した7症例のプロフィールを示す。男児

が多く、新生児スクリーニングを受けた3例は全て
passであった。病因・家族歴は2例以外はっきりし
たものは無かった。難聴が初めて疑われた時期と
しては、1歳未満で疑いを持たれたものは1例のみ
であった。急墜周波数は2kHzが多く、低音部の聴
力は40dB以内に保たれていた。経過中に聴力悪化
を認めた（あるいは疑われた）のは4例であった。
補聴器は3例が使用していたが、うち2例は常時装
用ではなく、裸耳でもある程度会話が可能であっ
た。 

 
D．E 結論・考察 
今回の検討から推定される小児両側急墜型感音

難聴症例の典型的パターンは、妊娠分娩時の異常
や家族歴の無い男児で、3歳以降に初めて難聴を疑

われ、徐々に進行するものの1kHz以下の周波数で
は聴力が保たれているため日常会話は補聴器なし
でも可能といったものである。難聴の程度が強い1
例（症例3）でも新生児スクリーニングはpassであ
り、進行性の病態であることが示唆される。 
以上のように小児両側急墜型感音難聴は進行性

の病態であり、また補聴が有効（ないし補聴の必
要がない）であることを勘案すると、小児におい
てEASが有効な場合はかなり限られるのではない
かと思慮される。 
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表 小児両側急墜型感音難聴症例 
 

症
例 

年
齢 

性
別 

新スク 病因 
家族
歴 

難聴
疑い 

急墜
型確
定 

急墜
周波
数 

低音
域平
均 

高音域
平均 

進行 補聴器使用 

1 ７歳 男 pass/pass 不明 
両親
ＨＬ 

３歳 ３歳 ２ｋＨｚ ４０ｄＢ １００ｄＢ 疑い なし 

2 
１３
歳 

男  新生児黄疸 なし ８ヶ月 ６歳 ２ｋＨｚ ２０ｄＢ ９０ｄＢ あり なし 

3 ６歳 男 pass/pass 不明 なし ３歳 ４歳 
５００Ｈ
ｚ 

３０ｄＢ １００ｄＢ あり 
あり（手話併
用） 

4 ９歳 男  不明 なし ５歳 ５歳 ２ｋＨｚ ３０ｄＢ ８０ｄＢ あり なし 

5 
１２
歳 

女 pass/pass 不明 なし ７歳 ７歳 ２ｋＨｚ ２５ｄＢ ８５ｄＢ なし なし 

6 
１３
歳 

男  不明 なし ４歳 ４歳 ２ｋＨｚ ４０ｄＢ １００ｄＢ なし あり（７歳より） 

7 
１２
歳 

男  不明 なし ２歳 ５歳 ２ｋＨｚ ３０ｄＢ ８０ｄＢ なし あり（４歳より） 

 


